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論文題目 
Human breast cancer tissues contain abundant phosphatidylcholine(36:1) with high stearoyl-CoA 
desaturase-1 expression 
（ヒト乳癌組織内の癌部におけるホスファチジルコリン (36:1) と SCD1の高集積） 
 
審査の結果の要旨 
脂質合成にかかわる酵素が乳癌組織内で高発現しているという報告が複数見られていることか
らもわかるとおり、脂質合成と癌の進行には密接な関係があると考えられているが、乳癌組織内の
脂質分布についてはいまだ報告がない。申請者は乳腺組織内のホスファチジルコリン (PC) とリゾ
ホスファチジルコリン (LPC)との検出および可視化を試みた。29 名の乳癌およびその周辺組織を
質量顕微鏡 (Ultraflex Ⅱ、ポジティブイオンモード) で観察し、既存のマスライブラリーを用いて、
得られたスペクトルの質量電荷比から分子イオンの同定を行った。さらに、これらの量的値を既知
の臨床病理学的な所見 (エストロゲン受容体ER、HER2発現、Ki67) と比較した。3種の 1価不飽
和脂肪酸 (MUFA)-PC［PC (32：1)、PC (34：1) 、PC (36：1) ］および 1種の飽和脂肪酸 (SFA)-PC
［PC (34：0) ］、さらに SFAをMUFAにする酵素 SCD1 (Stearoyl-CoA desaturase-1) が癌部で高度
に集積していることを見いだした。ER陽性乳癌と陰性乳癌の間で SCD1染色強度には差が見られ
なかったが、PC (34：1) / PC (34：0) の値が ER陽性乳癌において有意に高値であった。 
申請者はこれらの結果から、乳癌癌部における 1価不飽和脂肪酸を含む PCの 
集積には SCD1 以外の調節因子が関与していることを考えるとともに、MUFA-PC の合成系をター
ゲットとするような抗腫瘍薬が開発される場合、ER の発現が効果予測因子となりうると考察してい
る。 
本研究は乳癌臨床検体の PC プロフィールを世界で初めて明らかにした研究であり、質量顕微
鏡の利点を十分に生かした成果である。 
以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 
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